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最上川土地改良区は地球温暖化対策の国民運動である

「COOL CHOICE(クールチョイス)」に賛同登録しています。

その中で推奨されている取り組みの一部を紹介します。

2015年、すべての国が参加する形で、2020年以降の温暖化対策の国際的枠組み「パリ協定」が採択され、世

界共通の目標として、世界の平均気温上昇を２℃未満にする（さらに、1.5℃に抑える努力をする）こと、今世紀

後半に温室効果ガスの排出を実質ゼロにすることが打ち出されました。

パリ協定を踏まえ、我が国は、2030年度に温室効果ガスの排出を2013年度比で26％削減する目標を掲げて

います。

この目標達成のためには、家庭・業務部門においては約４割という大幅削減が必要であり、政府は、脱炭素社

会づくりに貢献する「製品への買換え」、「サービスの利用」、「ライフスタイルの選択」など地球温暖化対策に資
するあらゆる「賢い選択」を促す国民運動「COOL CHOICE」を推進しています。

「統一省エネルギーラベルの星の数の多い家電やLED照明への買換え」を呼びかける活動です。

◎冷蔵庫、エアコンは10年を目安に星の数の多いものに買換えよう！

◎照明はLEDに交換しよう！

家電製品の省エネ化は毎年進んでいます。

10年前の家電と省エネ家電の1年間の平均電気代を比較すると・・・

〇冷蔵庫 10年前 17,415円

現行機 9,180円 約47%削減 8,235円オトク！

〇照明 一般電球 2,916円 1個あたり

電球型LED 432円 約85％削減 2,484円オトク！

まだ使えるから、と古い家電を使い続けていませんか？

家電の省エネ化は毎年進んでいて、古い家電を使い続ける方がかえって「もったいない」のです。

本区でも事務所のエアコンなどの更新をしました。

地球にもお財布にも優しい家電に買換えて、おトクな省エネライフを始めましょう！

★消費電気量の多い家電ランキング(家庭内消費割合)★

1位：電気冷蔵庫(14.2%) 2位：照明器具(13.4%) 3位：テレビ(8.9%) 4位：エアコン(7.4%) 5位：電気便座(3.7%)


